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 [授業の概要・目的]
バドミントンの基本技術の習得、ルール等の理解及びシングルスやダブルスのゲームを汗して楽し
むことを通して体力向上を認識し、スポーツへの関心をより高め、現代社会におけるスポーツの意
義を考える。

 [到達目標]
シングルスやダブルスのゲームができる能力の獲得を目指す。

 [授業計画と内容]
ストレッチング等の準備運動後、基本練習（グリップ、ストローク、フットワーク、コンビネーシ
ョン等）を反復練習し、臨機応変に各種ストロークを打ち分けられる技術を身につけダブルス、シ
ングルスのゲームへと繋げて行く。経験者はより技量を高め授業を盛り上げる能力を磨いてもらう。
初心者にはバドミントンを生涯楽しめる技術が身に付くよう反復指導する。又、授業の時々で生理
学、解剖学、力学等の面からスポーツを解説する。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
成績は平常点（出席状況60％、授業態度20％）、技術の進歩20％で評価する。

 [教科書]
適宜プリント等を配布する。

 [授業外学修（予習・復習）等]
バドミントンを充分に楽しむためには、授業時の体調の良さが必須となります。
日々の体調管理を。文献で、このスポーツの歴史・ルール及び技術を調べることも大切です。

 [その他（オフィスアワー等）]
学生教育研究災害傷害保険等の傷害保険へ加入しておくこと。


